
2008.10.7　広報おおあらい　（16）

　8月30日（土）・31日（日）大洗マリーナにおいて、
2008茨城ビルフィッシュトーナメントが開催されました。
　45チームがエントリーし、2日間合計で、ランディング
41本・T＆R83本という結果となりました。
　その中で、トーナメントを制したのは、2,270ポイントを
獲得した『ボボス』（船長：清水正憲）が見事栄冠を手にしま
した！
団体総合順位
優　勝　ボボス（船長：清水正憲）　　　　2,270ポイント
準優勝　バグース（船長：大庫良一）　　　1,545ポイント
第３位　サンルーカス（船長：吉岡昌彦）　1,365ポイント
※ビルフィッシュトーナメントはカジキ類を主な対象魚とし
て、期間内の対象エリアにおいて多くの対象魚を釣り上げ
る、もしくはタグ＆リリースを行うことで順位を競います。

2008茨城ビルフィッシュトーナメント

　8月23日（土）～24日（日）、大洗町総合運動公園
陸上競技場において、大洗ライオンズクラブ後援によ
る、第13回大洗カップ少年サッカー大会が開催され
ました。
　大洗町サッカースポーツ少年団は、日頃の練習の成
果を発揮して、リーグ戦を勝ち上がり決勝トーナメン
トに進出。強豪ひしめく決勝トーナメントでは、白熱
したゲームを展開し見事準優勝となりました。

第13回大洗カップ少年サッカー大会
大洗町サッカースポーツ少年団準優勝！

　9月14日（日）、第22回波崎トライアスロン大会が神栖市の
波崎町漁港周辺で開催され、ゆっくら健康館SQチームから11
人が出場し、個人・団体ともに健闘しました。
　また、オリンピックリレーには、北京五輪出場の田山寛豪選手
が、兄弟で「チームたやま」を結成。2位に9分の大差をつけて
見事優勝しました。
オリンピックタイプ
　植田　敏行　総合39位　　斉田　洋子　女子 5位
　関　　美華　女子10位　　菊池　由香　女子12位
オリンピックリレー
　チームたやま　１位（スイム 田山　功人　バイク 田山　徹哉　ラン 田山　寛豪）
　ゆっくらSQ　９位（スイム 長谷川　稔　バイク 瀬谷　昌巳　ラン 関　　一郎）
リレーショートタイプ
　ゆっくらSQ 14位（スイム 出澤　宏美　バイク 生田目真紀　ラン 後藤　尚代）
チーム対抗（女子）
　斉田　洋子、関　美華、菊池　由香　女子１位

第22回波崎トライアスロン大会
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　9月5日（金）アクアワールド・大洗の入館
者数が800万人目のお客様をお迎えしました。
　800万人目の入館者となったのは、さいた
ま市の中村政琉君（3歳）です。家族3人で来
館し幸運を射止めました。
　オーシャンシアターで行われた記念式典で
は、河原井館長から認定証が手渡され、川俣副
知事やいばらき文化振興財団の平山理事長、小
谷町長から、キャラクターグッズや県の特産品、
大洗の干物詰め合わせなどがプレゼントされま
した。政琉君は、「イルカを近くでみられてう
れしかった。」と喜びを話していました。

アクアワールド・大洗
入館者800万人達成！

　8月7日（木）　坂東市岩井ベルフォーレ（坂東市民
音楽ホール）において、第23回茨城県幼少年婦人防
火大会が開催され、「優良民間防火組織クラブ指導者」
として大洗町女性防火委員会副会長の清宮　登喜子さ
ん、「優良民間防火組織クラブ員」として、大洗町夏
海地区女性防火クラブ副部長の小野田　美佐恵さんが、
火災予防の普及啓発に努めた功績により、茨城県幼少
年婦人防火委員会表彰を受彰されました。

大洗町女性防火クラブ員
茨城県幼少年婦人防火大会で
会長表彰を受賞

　「コシヒカリ」の本格出荷を控えた9月8日（月）、JA
水戸の小沼常務理事長らが、町役場を訪れ、長嶺副町長、
加藤教育長に米俵と目録が贈呈されました。
　この事業は、食育、地産地消、米の消費拡大を進め
ようと、JA水戸管内の各小学校へ「コシヒカリ」の新
米を贈るものです。
　新米を贈呈される小学校は、水戸市、大洗町、茨城町、
城里町の56校。大洗町へは、120kgの大洗ブランド
米「日の出米」が贈られ、学校給食用として使用され
ます。

学校給食用に大洗ブランド米
「日の出米」の新米をいただきました
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　東京都より大洗に移り住んで９年目を迎える、磯道に
お住まいの小澤さんご家族を紹介します。
Ｑ：大洗に移住されたきっかけは何ですか？
Ａ：以前大洗にサーフィンをやりに来た時、海がとても
綺麗で「ここに住んでサーフィンライフを満喫したい」
と思ったのがきっかけです。
Ｑ：大洗のどこに魅力を感じましたか？
Ａ：海が本当に綺麗ですね。また、夜静かなところが良
いです。
Ｑ：大洗で一番好きな場所はどこですか？
Ａ：アクアワールド下の水辺プラザが好きです。子供と
よく出かけて遊んでいます。
Ｑ：町に関係した取り組み活動等はありますか？
Ａ：子供が町立の保育所に通っているので、保育所の行
事ごとに合わせて子供と一緒に町の催しに参加してい
ます。
Ｑ：町に対する要望はありますか？
Ａ：夏の交通渋滞をできるだけ緩和してほしい。そし
　て、いつまでも、今のままの大洗町でいてください。

第24回

「私が惚れこむ大洗」

大洗ライフスタイル

■大洗が好きで、大洗に定住した方に大洗のどこが
好きになったのかお伺いするコーナーです。

「綺麗な大洗の海に感激！」
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大洗海岸における大正～昭和初期の鰯漁

石
いしだ

田　彩
あやか

花ちゃん
（五反田１区の２　10ヶ月）
お父さん　和寛　　お母さん　真由美
「パパと毎日一緒に入る
お風呂が大好きです。」

野
のざわ

澤　晃
きらと

斗くん（左）
（祝町１０区　１歳）
お父さん　晃　　お母さん　彩
「仲良しです。」
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●●大洗町芸術文化祭短歌会●●
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